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王昭君説話と琵琶
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はじめに

王昭君は匈奴に嫁いだことが『漢書』に見えて以来,

詩文から現代の戯曲に至るまで様々な形で悲劇の物語

の主人公として語られてきた。『漢書』にはそれほど詳

しい記載があるわけではなく,｡後世,いくつかの要素

が付け加えられていったのである。どうして王昭君を

めぐってこれほど多くの作品が生み出されためか,王

昭君説話を一つの大きな物語としてとらえ,その構造

を総合的に分析することが必要と思われるが,本稿で

はひとつの手がかりとして,文学とその背景にある音

楽文化との関係という視点から,後に付け加わった重

要な要素の一つである楽器である琵琶と王昭君説話と

の関連に焦点を当て,唐代を中心に時代を追ってその

変遷を見てみたいと思う。

次章で述べるように,王昭君説話の基本的な枠組み

を示す『漢書』,「後漢書」,「琴操」,『西京雑記』では

王昭君と琵琶についての記載は見えないが,例えば,

元の馬致遠の『破幽夢孤雁漢宮秋雑劇』は,元帝と王

昭君との間に生まれた愛情を重要な主題とし,第一折

では,王昭君が漢の後宮において,寂しさを紛らわせ

るために琵琶を弾いていたところ,元帝がその音色を

耳にしたことが二人の間に恋愛感情の芽生えるきっか

けとなっている。また,同じく第三折で送別の際に元

帝が王昭君の事を思い,「想娘娘那一天愁都撮在琵琶上

(彼女は胸一杯の愁いを琵琶に集めることだろう)」と

唱う場面がある。王昭君が琵琶を弾くということがこ

の戯曲においては重要な要素となっているといえよ

う1.

では,王昭君説話の中で琵琶はどのようにして現れ

てきたのか。まず,その説話の成立から見てみよう。

-,王昭君の故事について

王昭君に関する記事については,すでにいくつかの

論考で言及されているが,ここで改めてまとめておき

たい2.

王昭君の故事が見える史書は『漢書』と「後漢書」

である。最初に見えるのは『漢書』巻九,元帝紀と巻

九四下,匈奴伝下である。前漢元帝の竟寧元年(前33

年),匈奴内部の争いに際し,漢が呼韓邪単于に援軍を

送ったことに対する謝礼に単于が朝廷を訪れたとき,

元帝の出した詔勅に「其改元鴛竟寧,賜章干待詔披庭

王楼焉闘氏」(元帝紀)と見える。また,匈奴伝下には

「軍干自言願婿漢氏以自親。元帝以後宮良家子王措宇

昭君賜章干」とある。「漢書」ではこの他にも王昭君に

関する記載があるが,全て呼韓邪単干に嫁いで以後の

ことである。王昭君は伊屠智牙師という男児を一人生

み,呼韓邪単干の死後は彼の寵愛していた女性を母に

持ち単干を継いだ復株衆若提単干に嫁ぎ,須ト居次,

当干居次という二人の娘を生んだということになって

いる。

「漢書」からは天子に見初められずにいた王昭君が

元帝の命に従って呼韓邪単干に嫁ぎ,彼の死後,次の

単干に再度嫁いだことと,三人の子をもうけたことが

記されている。

一方「後漢書」では巻八九,南匈奴列伝だけに記載

がある3.『漢書』と異なる部分に限っていくつかの点を

指摘しておこう。

まず,「漢書」では名は檜,宇は昭君であるが,『後

漢書』では名は昭君,字は嬢となっている。また,「後

漢書」において新たに付け加わった事柄として,王昭

君だけではなく五人の宮女が呼韓邪単干に贈られたこ

と,王昭君は元帝に見初められないことに「悲怨」の

思いを募らせ,自ら匈奴の地に行くことを申し出たこ

と,元帝は王昭君が「豊容観飾」であることに驚き,

匈奴に贈ることをためらったこと,王昭君が次の単干

に嫁ぐことに抵抗し,漢に戻ることを希望したが,成

帝の命により胡俗に従ったことなどが挙げられる。

史書以外には後漢の蔡肱の「琴操」と晋の葛洪の『西

京雑記』が唐代以前の王昭君の故事についての記述と

して知られている。

『琴操』(「平津館叢書」本)では巻下「怨礦思惟歌」

の條に見える。『漢書』,「後漢書」に見えない主な記載

としては,まず,単干の死後,胡の風習によって息子

に嫁ぐことになった際にそれを拒否し,服毒自殺を遂

げたということがある‘。そして,その死後,「章干草葬

之。胡中多白草,而此原種青」と匈奴の地に葬られた

ことが記されるが,これが後世頻繁に詩に詠われる「青

塚」という言葉の拠り所となっていることは言うまで

もない5.「琴操」では「後漢書」と同じく自ら求めて匈

奴の地に行ったことになっているが,王昭君の出身に

ついては「斉國王襄女也」とあり,「漢書」,「後漢書」
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が「良家子」としか言わないところをより詳しく述べ,

また,後宮にいた時間も「五六年」と具体的に記す。

元帝が王昭君の美しさに気づいた時には取り返しがつ

かず,ため息をついて「朕已誤矣」と言ったことや,

王昭君の恨みの言葉や作った歌を記すなど6,史書に比

べ,細部が詳しく描かれている。四言二十四句にも及

ぶ王昭君の詩が載せられ,民間の伝説と言うよりは,

知識人の手が相当に入っていると考えた方が妥当かと

思われる。『琴操』は後漢の蔡咎の著書とされてはいる

か,『後漢書』記載の故事よりも後の時代の故事が記載

されているとも言われる7。

次に『西京雑記』であるが,この書物で新たに現れ

るのは「画工」の存在である。元帝の後宮には女性の

数が多かったため,画工に絵を描かせ,その絵によっ

て女性を選んでいた。宮人たちは画工に賄賂を贈った

が,王昭君だけは賄賂を贈らなかったので元帝に召し

出されることはなかった。匈奴が妻となる美人を求め

ると元帝は絵を見て王昭君を選び,匈奴の地に行かせ

ることにした。召し出してみると「後宮第一」の美し

さであったため,元帝は悔やんだが,外国に対する信

義を重んしてそのまま人を替えることはせず,画工た

ちは処刑された。匈奴に嫁いで以後のことは記されて

おらず,王昭君がどのような最期を遂げたのかはにつ

いても触れていない8。

『後漢書』と『琴操』に見える,怨みの思いを持ち

つつ,元帝に当てつけるかの如く自ら申し出て匈奴の

地に向かう比較的能動的な王昭君に比べてみれば,『西

京雑記』においては,賄賂を取る画工という存在を介

在させることにより,後宮における王昭君の不遇と,

自らの意志ではなく匈奴へ嫁ぐこととなる数奇な運命

をより蓋然性のあるものへと変え,「貌後宮第一,善恵

對,車止閑雅」である物言わぬ王昭君の悲哀を際立た

せる形になっている。王昭君説話は画工の存在によっ

て,王昭君の悲劇性と,匈奴に対する信義を重んじざ

るをえない(「重信於外國」)元帝の責任回避を見事に

両立させることになった。王昭君説話はこの画工の存

在無しには成立しなかったであろう。

『西京雑記』は葛洪の撰とされるが,そこに見える

王昭君の故事は,西暦五,六百年頃のこの故事の変化

を代表するものであるとする考えもあり9,また,成書

年代についても葛洪以後の六朝期と推論されてい

る1o。ただ,宋の劉義慶によって編まれた『世説新語』

「賢媛篇」には画工に賄賂を贈らなかったために醜く

描かれ,匈奴に行くことになった王昭君の話が載せら

れており,劉宋の頃には『西京雑記』に見える故事は

通行していたのであろうと考えられる。

『琴操』,『西京雑記』ともに,六朝期の王昭君説話

の変遷を反映した書物と考えられる。悲劇の主人公と

して匈奴の地で亡くなったことや画工の介在など,そ

の基本的な構造は,六朝期にできあがったといってよ

いであろう。

ニ,王昭君と琵琶一唐代以前

では,琵琶はいつ頃王昭君の故事に現れてくるので

あろうか。

先ず挙げられるのが,晋の石崇「王明君詞序」(『文

選』巻二七)である。

王明君者,本是王昭君,以鯛文帝譚改焉。匈奴盛請

婚於漢,元帝以後宮良家子昭君配焉。昔公主嫁烏孫,

令琵琶馬上作楽,以慰道路之思。其送明君亦必爾也。

其造新曲,多哀怨之聾,故叙之於紙云爾。

武帝の元封年間,烏孫に江都王建の娘細君を嫁がせる

ときにその旅の悲しみを慰めるために琵琶が演奏され

たことにならって,王昭君の時にもそのようにした,

ということである11。この他に同じく晋の傅玄の「琵琶

賦序」でも「漢逍烏孫公主,念其行道思慕,使知音者

于馬上作之12」とあり,烏孫公主の出立に際し,馬上で

演奏されたという認識があったようである。烏孫公主

の故事はあくまでも彼女以外の人間が琵琶を弾いたと

いうことであり,王昭君の場合もそのように考えられ

ていたのであろう。

唐代以前の詩についてみると,王昭君の故事はしば

しば詠われるが,楽府が中心である。郭茂情の『楽府

詩集』巻二九,相和歌辞に「吟歎曲」四曲のひとつと

して「王明君」があり,石崇の作品が「晋楽所奏」と

して最初に挙げられている。故事については郭茂情は

『西京雑記』を引く。郭茂情の引用する陳の釈智匠撰

の『古今楽録』には「王明君一曲,今有歌。大雅吟,

楚妃歌二曲,今無能歌者」とあり,「王明君」は陳の頃

まで歌われていたらしいことがわかる。石崇の作品以

外には,宋の鮑照,梁の施栄泰,北周の庚信の作が挙

げられている。また,これに続けて「明君詞」と「昭

君歎」と題される作品がいくつか見える13。

また,『楽府詩集』巻五九,琴曲歌辞に「昭君怨」,

が録されており,楽府題に関する注としては『琴操』

と『漢書』が引かれている。作品としては『琴操』に

見える王昭君の詩が始めに挙げられ,その他には梁の

王叔英妻劉氏,陳後主の作品がある。

楽府題として晋から陳,隋まで詠い継がれているが,

その内容は遠方に嫁ぐ悲しみを詠うものである。例え

ば,石崇の「王明君詞」では次のように詠われる14。

我本漢家子,将逼軍于庭｡斟訣未及終,前駆已抗施。

僕御沸流離,帳馬悲且鳴｡哀惨傷五内,泣涙湛朱綴。

行行日已遠,建造匈奴城｡延我於寫廬,加我悶氏名。

殊類非所安,雖貴非所柴｡父子見陵辱,對之懸且驚。

殺身良不易,黙黙以萄生｡萄生亦何聊,積思常憤盈。

願假飛鴻翼,乗之以遇征｡飛鴻不我顧,佇立以屏管。

昔馬厘中玉,今馬糞上英｡朝華不足歓,甘與秋草井。

傅語後世人,遠嫁難馬情。

王昭君の一人称で詠われるこの詩は,出発に際しては,
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従者や御者も涙を流し,ながえに繋がれた馬も悲しん

で鳴き(僕御沸流離,較馬悲且鳴),王昭君自身も悲し

みのためにはらわたが破れんばかり,その流す涙は匂

い袋の朱色の紐をぬらすほど(哀誉傷五内,泣涙滉来

綴),というように,匈奴の地への旅立ちが最初から悲

しみに満ちたものであったことが描写される。彼の地

での生活も「殊類非所安,雖貴非所柴」と,心安らか

なものではなく,単于の妻という地位も栄誉とも思わ

れない。また,「後漢書」にあったように父子二代の妻

となったことについては,「父子見陵辱,對之懸且驚」

とその習俗に従わざるを得なかったことを恥じ,また

驚いている。自ら命を絶つこともできず,ただ生きな

がらえているだけにすぎず(殺身良不易,黙黙以萄生),

悲しみだけが募っていく(積思常憤盈)のである。最

後に「遠嫁難焉情」と遠方の地に嫁ぐことはとてもや

りきれず耐えられないことであると詠う。匈奴を「殊

類」,その地を「糞」(汚れた土)という表現には作者

石崇の時代の匈奴に対する感情が反映していると思わ

れるが,全体を通して王昭君が匈奴へ嫁いだことを悲

劇としてとらえる姿勢が強く感じられる。

この詩は,全編が一人称で語られていることもあっ

てか,王昭君の最期については触れられていない。ま

た,画工の存在も詠われない。序文で琵琶に言及され

てはいるが,詩の中には音楽については一切詠われて

いない。

他の詩ではどうであろうか。楽器に関して言えば,

漢代に西域の楽器として流行した胡鮮がいくつかの詩

に見えるが,琵琶という語は見あたらない。王褒「明

君詞」の「唯鯨馬上曲,猶作出開聾」,庚信「王昭君」

の「別曲真多恨,哀絃須更張」,陳後主「昭君怨」の「只

鯨馬上曲,猶作別時聾」という表現がその存在を暗示

させる程度である15。楽府以外の詩では,梁の徐勉「詠

琵琶詩」(『初学記』巻十六)に「雖焉遠道怨,翻成今

日歓。含花已灼灼,類月復團團」とあり,王昭君ある

いは烏孫公主を意識した表現が見えるが,総じて言え

ば,唐代以前は,石崇の「明君詞」序に見える,王昭

君の出立の際に馬上で琵琶が演奏されたであろうとい

うこと以上に,王昭君と琵琶を結びつけて詠うことは

なかったといえよう。

ここで琵琶という楽器について付け加えておけば,

徐勉の詩に「類月復團團」とあるように,晋から梁あ

たりにかけて琵琶と称されていたのは,円形の胴体で,

まっすぐな棹をもつ四絃の楽器であり,唐代に一般的

となる梨型の胴体に頚の曲がった棹をもつ,いわゆる

曲項四絃琵琶とは違っていた16。

さらに,音楽史の側面から琵琶という楽器について

簡単に述べておこう17.琵琶について文献の上で記録

が現れるのは後漢の時代で,劉煕の『釈名』「釈楽器」

と応助の『風俗通』である。『初学記』巻十六に引くと

ころでは,『釈名』には「琵琶,本胡中馬上所鼓也」,

-

『風俗通』には「琵琶,近代業家所作,不知所起」と

ある。これだけでは前漢の頃,琵琶があったのかどう

かわからない。はっきりと前漢の時代に琵琶があった

ことを言うのは,先に挙げた晋の傅玄の「琵琶賦序」

と石崇の「明君詞序」だけなのである。『初学記』に引

く傅玄「琵琶賦序」には「故老云,漢送鳥孫公主,念

其行道思慕,使知音者于馬上作」というから,このこ

とも当時広く知られていたというわけではなかったよ

うだ。これだけの資料で前漢の時代,それも鳥孫公主,

つまり武帝の時代に琵琶があったと断定することには

躊躇せざるを得ない。王昭君の時代についても同様の

ことが言える。つまり,王昭君の時代にはまだ琵琶と

いう楽器はなかったのかも知れないのである。

ただ,梁の沈約の手になる『末書』巻十九「楽志」

は傅玄の汀琵琶賦」を引いて鳥孫公主が嫁ぐ際に演奏

されたとし8,唐初の虞世南「琵琶賦」には「尋斯業之

惟始,乃弦鼓之遺事。強秦創其濫腸,盛漢書其深致」

とある19.また,唐代中期の杜佑『通典』巻一四四にも

傅玄「琵琶賦」を引いて鳥孫公主のことを述べ,晩唐

の段安節「楽府雑録」には「始白鳥孫公主造,馬上弾

之」というように,六朝から唐代においては,鳥孫公

主の頃には琵琶はあったと一般的には理解されていた

ようだ。

三,王昭君と琵琶一宋詩

唐代はあとで述べることとし,先に末代の例につい

てみておきたい。

末代で王昭君を詠った詩としてよく知られているの

は王安石「明妃曲」二首とそれに唱和して作られたい

くつかの詩である。王安石の作は後世,その詩句が批

判にさらされたが,ここではその議論についてはおい

ておく2o。

王昭君と琵琶という点について言えば,王安石の「明

妃曲」二首(『全宋詩』巻五四一)のうち,第一首は琵

琶については詠わない。第二首は次のように詠う。

明妃初嫁與胡見,艶車百丙皆胡姫｡含情欲説猫無處,

傅具琵琶心自知｡黄金悍撥春風手,弾看飛鴻勤胡酒。

漢宮侍女暗垂涙,沙上行人卯回首｡漢恩自浅胡自深,

人生業在相知心｡可憐青家已蕪没,尚有哀絃留在今。

第三,四句に「思いを誰かに告げようと思ってもその

相手もなく,心の内を琵琶に託す」という。匈奴の地

にあって孤独な王昭君の唯一の表現手段として琵琶が

存在している。続く二句は王昭君が琵琶を演奏するこ

とをいうが,「飛鴻」に乗って漢の地に戻ることはかな

わず,ただその姿を眺めるだけである21.琵琶の調子に

侍女は涙し,砂漠を行く人はその音色を耳にしては振

り返る。最後の二句では,王昭君の死後もその悲しみ

に満ちた曲だけが今に伝わる,という。王昭君の弾く

琵琶の悲しげな音が通奏低音の如く響いている詩であ

る。ここでは,琵琶を弾き,そこに思いを託す王昭君
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の姿が描かれ,琵琶を弾く王昭君というイメージがで

きあかっている。

これに唱和した作品の中で,欧陽修の「明妃曲和介

甫」二首(『全宋詩』巻二八九)の第一首はさらに王昭

君の弾く琵琶に焦点を当てて作られている。

身行不遇中國人,馬上自作思舞曲。推手焉琵創]手琶。

胡人共聴亦杏嵯｡玉顔流落死天涯,琵琶徊傅来漢家。

漢官畢按新聾譜,遺恨已深聾更苦。繊繊女手生洞房。

學得琵琶不下堂。不識黄雲出塞路,豊知此聾能断腸。

上に引用したのは第七句目以降である。まず,王昭君

が自ら「思帰曲」を作ったと詠われる。そして,琵琶

の演奏は胡人をも感嘆させるほどであり,その調べは

死後,逆に漢宮へと伝わり,宮女たちは争ってその深

い恨みのこもった音楽を演奏した。しかし,その宮女

たちは宮殿から出ることもなく,出塞の旅路の辛さを

知らず,また王昭君の音楽に込められた悲しみなどわ

かりはしないというのが大体の意味するどころであ

る。ここでは,王昭君は琵琶によって自己の悲しみを

表現する演奏者というだけではなく,作曲者でもある。

死後,王昭君の作った曲が漢の宮中に伝わり,宮女に

よって琵琶が演奏されたという話を通して,王昭君と

宮女のおかれている環境の違いと王昭君の悲劇性を際

だたせる。琵琶が詩的世界の構造を支えているといっ

てもよいであろう。

これ以外の唱和詩には梅尭臣「和介甫明妃曲」,劉敞

「同永叔和介甫昭君曲」,曽翠「明妃曲二首」,司馬光

「和王介甫明妃曲」がある22。これらの詩全てが琵琶に

関する表現を含む。梅尭臣は「馬上山川難記憶,明明

夜月如相識,月下琵琶旋製聾,手弾心苦誰知得」と,

孤独に苦しむ胸の内を琵琶の音に託し,劉敞は詩の最

後に「貴家消擢人逃絶,惟有琵琶聾正哀」と,王昭君

の死後も琵琶の哀しげな音色が響くと締めくくってい

る。曽翠と司馬光の作には「琵琶」の語は見えないが,

曽翠は「幾成新曲無人罷,弾向東風空涙垂」,「直欲論

情通漢地,濁能将恨寄胡琴」と,漢土への思いと孤独

感,恨みを「胡琴」に寄せる23.司馬光は「菌来相識更

無物,只有雲漫秋隔飛,愁坐冷冷調四絃,曲終掩面向

胡天,侍兄不解漢家語,指下哀聾猶可傅,傅偏胡人到

中土,萬一ｲ宅年流楽府」と詠うが,「四絃」は琵琶を指

すであろう。胡地における孤独感の中で琵琶を弾く王

昭君の姿が描かれ,先に挙げた欧陽修の作と同じく,

王昭君の琵琶の哀しげな響きが漢土に伝わることの可

能性を詠う。唱和詩であるから,もとの王安石の詩を

意識した結果とも言えるが,王昭君と琵琶との結びつ

きの深さが共通認識としてあったと考えられよう。

琵琶を弾く王昭君というイメージは共通している

が,それは上の唱和詩以外でも見られる24。

「漢書」や「後漢書」,『琴操』,『西京雑記』などの

書物に見られなかったこのイメージについては,末代

にすでに議論と対象となっている。

-

王淋は傅玄の「琵琶賦序25」と石崇の「明君詞序」を

引き,「これらから琵琶を弾いたのは随行者であり,行

くもの自らが弾いたのではないということがわかる

が,今の人は明妃出塞図を描くとき,馬上で愁いを含

んだ表情で琵琶を弾く姿に描き,詞を作るものも王昭

君自らが琵琶を弾いたという意味に作る」と指摘して

いる26.ここの「今人」は末代をさすと思われるが,王

昭君の出塞図は既に唐の閻立本にあることが知られて

いる27。おそらくそれ以後も多く描かれていたのであ

ろう。

また,程大昌は,烏孫公主の出塞の時に琵琶が演奏

されたが,王昭君の場合も同様であったとすることに

異議をとなえる姚寛の意見を支持している28.

しかし,このような意見があるということは逆に王

昭君が琵琶を弾くというイメージが末代にある程度広

まっていたことを物語っているであろう。

詩以外にも王昭君と琵琶を結びつける記載がある。

末代の地理書である王象之『輿地紀勝』(『績修四庫全

書』所収)巻七四「荊湖北路録州」の「明妃廟」の條

に宋の楽史の『太平書字記』を引き,「昔明妃入胡,於

馬上弾琵琶怨且歌」という。出塞に際して馬上で琵琶

を弾いたという,王淋が指摘した表現が現れている。

同じく「琵琶橋」の條には「在梯録瓢,昭君選入漢宮

時,曾鼓琵琶,少憩于此」とある29。後世に作られた話

であることは間違いないが,これも王昭君が琵琶を弾

いたというイメージの存在を示すものである。

これらの例を見ても,末代には琵琶を弾く王昭君の

イメージはある程度定着していたと考えてよいのでは

ないだろうか。

四,王昭君と琵琶一唐詩

胡地への出発の際に烏孫公主の時と同じように琵琶

が演奏されたであろうという石崇の言葉からそれはど

かけ離れた表現は六朝時代にはなかったものが,末代

には明らかに琵琶を弾く王昭君というイメージができ

あがっている。次に,唐代の詩についで見ていきたい

と思う。

王淋や程大昌が言うように(注26, 28参照),もとも

と,石崇は烏孫公主の事例から王昭君の場合を推測し

ただけであり,出立時に王昭君が馬上で琵琶を弾いた,

或いは王昭君は琵琶を弾くことに優れていたと言って

いるわけではない。王林や程大昌の意見から考えて,

末代においても王昭君が琵琶を弾いたという史実は信

頼できる記録としては残されていなかったのであろ

う。

唐代はどうであったのだろうか。まず,王昭君に関

しては音楽との関わりで史書などにいくつかの記事が

見える。まず,『旧唐書』巻二九「音楽志」には南朝か

ら伝わる旧楽である清楽のひとつとして「明君」とい

う曲が挙げられており,漢の元帝時,漢人が遠くに嫁
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ぐ王昭君を憐れんで作ったという話と,晋の石崇がこ

の曲を妓女の緑珠に教えたという逸話を記す。そして,

唐代においては西域から入ってきた音楽におされ,南

朝以来の古い音楽である清楽は次第に軽んじられるよ

うになっていったのであるが,その中では「明君」だ

けが武則天の頃まで「四十言」伝わっており,玄宗の

開元年間の歌工であった李郎子はそれを唱うことがで

き,彼の死後,清楽の歌は絶えてしまったという記事

が「通典」や『旧唐書』に見える3o。王昭君のことを詠っ

た「明君」だけが唐代でもある時期までは歌い継がれ

ていたという,この事実は王昭君の故事に対する一部

の唐人の愛着をある程度物語っていよう。同時に,唐

代全般にわたって王昭君を主題とした詩が作られた

り,後で触れるように王昭君の語り物もあったと思わ

れるのに,王昭君を詠った旧来の歌が唱われなくなっ

たということは,旧来の音楽に対する一般の興味が相

当薄れてしまうとともに,王昭君を主題とする表現に

対する興味の在り方が変化したことを示している。

琵琶についての記事では,「旧唐書」巻二九「音楽志」

に漢の武帝時,烏孫公主を嫁がせたときのことを記す。

また,「通典」にも同様の記事がある31.注31に挙げた

ように,唐代のいくつかの文献でも,傅玄,石崇の説

を踏襲して,烏孫公主が嫁いだ際に馬上で琵琶が演奏

されたことが記されており,先にも述べたように,こ

のことは琵琶という楽器の古い時代の記録として唐代

には理解されていたようだ。これらには石崇の「明君

詞序」のように王昭君の時には云々という記載はない。

唐代においても「漢書」以来の王昭君出塞の故事と

石崇「明君詞」,傅玄「琵琶賦」というのが王昭君と琵

琶についての記述の基本的な枠組みである。当然,こ

れらには王昭君が琵琶を弾いたという記述はない。

ここで唐詩における王昭君と琵琶について見ておこ

う｡唐代においても王昭君を詠う楽府題の作品はある。

「王昭君」,「明君詞」,「昭君怨」,「明妃怨」がそれで

ある。「楽府詩集」には併せて三十四首が収められてい

る。

この中で詩中に「琵琶」の語が見えるのは,董思恭,

劉長卿,李商隠の三人の作だけである32。

琵琶馬上弾,行路曲中難。漢月正南遠,燕山直北寒。

暫鬘風彿霧L,眉黛雪霞残。斟酌紅顔改,徒努握鏡看。

(董思恭「昭君怨」『全唐詩』巻六三)

自軒嬌艶色,不顧丹青人。

那知粉給能相負,創]使容華翻誤身。上馬齢君嫁騎虜,

玉顔對人啼不語。北風雁急浮雲秋,萬里褐見黄河流。

繊腰不復漢宮寵,雙蛾長向胡天愁。琵琶弦中苦調多,

蕭蕭禿笛聾相和｡誰憐一曲傅楽府,能使千秋傷綺羅。

(劉長卿「王昭君歌」『全唐詩』巻一五一)

毛延寿書欲通神,忍焉黄金不顧人。

馬上琵琶行萬里,漢宮長有隔生春。

(李商隠「王昭君」「全唐詩」巻五四〇)

董思恭は初唐,高宗時の人,劉長卿は盛唐,玄宗の開

元年間の進士,李商隠は晩唐の詩人である。董思恭と

李商隠の作は漢土から匈奴の地へと向かうときに馬上

に琵琶を弾くことをいう。基本的には石崇の「明君詞

序」を踏まえている。琵琶を弾く王昭君というイメー

ジを受け取ることは可能であろう。一方,劉長卿の詩

は,「漢宮」に二度と戻ることはなく,永遠に「胡天」

で愁いを抱いて生きることになった王昭君の思いが

「琵琶弦中苦調多」･という表現となっており,胡地で

王昭君が弾く琵琶と解釈することは可能であろう。た

だ,末代の王安石や欧陽修ほど明確には言っていない。

「誰憐一曲傅楽府,能使千秋傷綺羅」という句は,先

に挙げた欧陽修と司馬光の表現につながるものであ

る。

この三首の中で,劉長卿と李商隠の作は画工によっ

て醜く描かれたということを詠っているが,唐代の王

昭君を詠う詩にはこのことに触れるものが多い。李商

隠の作では毛延寿という画工の名が見えるが,管見の

及ぶ限りでは最初であり,他には見えない｡「西京雑記」

では画工の名は五人挙がっており,毛延寿が人の姿を

描くことに優れていることは記されてはいるものの,

王昭君の姿を醜く描いたのは彼であるとは書かれてい

ない。これも王昭君説話の変遷の過程で生まれてきた

ものであろうが,元曲『漢宮秋』では毛延寿は主要登

・場人物のひとりとなっている。

「琵琶」ではなく「胡琴」が出てくる例があり,李

咸用「昭君」(『全唐詩』巻六四五)は「千秋青塚骨,

留怨在胡琴」と詠う。胡琴は琵琶のことを指しており,

王昭君が琵琶を弾いていたことを想像させる。或いは

次の杜甫の詩のように,王昭君の怨みを詠った曲が死

後も胡琴にあわせて唱われ続けたということであるか

もしれない。

「楽府詩集」所収の詩以外では,杜甫の「詠懐古跡」

五首の第三首が王昭君と琵琶のことを詠う。

群山萬墾赴荊門,生長明妃尚有村。一去紫憂連朔漠,

褐留青家向黄昏。書圖省識春風面,環颯空路月夜魂。

千載琵琶作胡語,分明怨恨曲中論。

(「全唐詩」巻二三〇)

最後の二句は,例えば,「千年後の今日も琵琶語りは蛮

族のことばをまじえながら,彼女に代って怨みのここ

ろをはっきりと曲中にのべたてている」と訳されたり,

「自昭君没世以来,歴代一直弾奏着由昭君故事譜成的

帯有北国風味的琵琶曲(昭君の没後,昭君の故事から

作られた北方の味わいを持った琵琶の曲が演奏され続

けている)」と注されたりしており,王昭君が弾いた琵

琶ということではないと理解されている33。

ところが,この詩は古くは必ずしもそのように解釈

されていたわけではなかった。南末淳煕八(1181)年
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の序のある,郭知達編注の『九家集注杜詩』では趙次

公の注を引き,「薗注昭君逼匈奴,在路愁怨,建於馬上

弾琵琶,以寄其恨。至今傅之,名昭君怨,不知何所櫨。

此蓋牽於世俗所傅昭君自能弾琵琶者」という。これに

拠れば,古い注釈では王昭君が馬上で琵琶を弾き,そ

の怨みを詠った「昭君怨」という曲が今に至るまで伝

わる,という解釈がなされていたということになる。

さらに,それは「世俗」に伝わる,王昭君は琵琶を弾

くことができたという伝説に引きずられたものであ

る,という。末代,世俗にそのような話が流布してい

たことがわかるが,唐代,杜甫の時代はどうであった

のかだろうか34。

王昭君と琵琶の結びつきという点について,琵琶を

詠った詩から見てみよう。

四弦不似琵琶聾,爾L寫興珠細憾鈴｡指底商風悲颯颯。

舌頭胡語苦醒醒｡如言都尉思京國,似訴明妃厭虜庭。

遷客共君想勧諌,春腸易断不須葡。

(白居易「春聴琵琶兼簡長孫司戸」『全唐詩』巻四四

〇)

真珠をばらまいたか或いは鈴を揺らしたかのような琵

琶の音色,また胡地の言葉の歌を伴っていたのであろ

うか,その言葉が,「訴うるに似たり明妃の虜庭を厭う

を」と王昭君の言葉へと連想が繋がる。また,張砧の

「観末州于使君家楽琵琶」では次のように詠う。

歴歴四弦分,重来上界聞｡玉盤飛夜霞,金聾入秋雲。

朧霧箱凝水,砂風雁咽群｡不堪天塞恨,青塚是昭君。

(『全唐詩』巻五一〇)

玉の大皿に落ちる霊,金の聾と,琵琶の音色を乾いた

冷たさの感じられるものに喩え,そこから辺塞の青塚

に眠る王昭君の恨みへと向かう。さらに許渾の「聴琵

琶」では次のように詠う。

欲寫明妃萬里情,紫槽紅撥夜丁丁｡胡沙望墨漢宮遠。

月落天山聞一聾。(『全唐詩』巻五三八)

琵琶を聴いて,万里も離れた土地に嫁いだ王昭君の思

いを表現しようとする,というのは杜甫の「詠懐古跡」

と同じように,演奏された曲が王昭君に関わる題で

あったか,王昭君の語り物であった可能性を示唆す

る35。先の二首とあわせて,「厭」,「恨」「萬里情」と,

王昭君の匈奴の地に対する嫌悪感や望郷の念が琵琶の

音色と深く結びついて表現されている。いずれも,王

昭君を主題とする音楽か語り物であった可能性もあろ

う。

このように,琵琶を詠った詩で王昭君に話が及ぶも

のはいくつか見られるが,王昭君が琵琶を弾くという

姿を明確にイメージして詠う例は見あたらない。

唐詩全てをその対象とすることはできないが,琵琶

と王昭君の結びつきの強さは感じられるものの,王昭

君が琵琶を弾くということをはっきりと詠う例はなか

なか見いだせない。世俗の言い伝えとして,王昭君が

琵琶を弾くという話があったとすれば,中唐以降,演

奏者としての王昭君を詠う例がもっとあってもよいの

ではないかと考えるが√唐詩においては,末代の詩の

ように,演奏者としての王昭君を明らかに前提とした

表現はあまり見られない。

詩以外では,王昭君の故事を扱ったものに敦煌文書

の『王昭君変文』があるが,現存のものは前半の一部

分がかけており,琵琶或いは胡琴という語も見えない。

音楽に関わる部分として「管絃馬上横弾,節會途間常

奏」とある36.これは王昭君が匈奴へ出発する場面であ

るが,石崇以来の理解で言えば,琵琶が演奏されたと

考えられよう。この変文が一般の庶民を対象にしたも

のであり,俗伝に王昭君が琵琶を弾くという話が広

まっていたのならば,そのような表現が含まれていて

も不思議はない。しかし,特に王昭君が琵琶を演奏す

るという描写は見えない。欠けている部分には後宮で

の生活の場面があったであろうから,元曲『漢宮秋』

の如く,琵琶を弾くという描写があったかも知れない

が,今は不明である。もしあったとすれば,『漢宮秋』

に見える元帝の嘆きのように,それを踏まえた表現が

後にあっても良さそうなものであるが,そのような表

現は見えない｡ここではこれ以上の議論は避けておく。

五,唐代文人と琵琶

最後に,末詩において王昭君が琵琶を弾くというイ

メージが成立していることに何らかの関わりがあった

のではないかと思われる事柄について推論を述べてお

きたい。

先に,唐代における琵琶という楽器の状況について

述べておくが,別に論じたこともあるので簡潔に触れ

ておく37。

唐代の宮中では隋の九部楽の制度を受け継いで,十

部楽を制定したが,そのうち西涼楽,亀茲楽,天竺楽,

疎勒楽,安国楽,高麗楽,高昌楽の七つで琵琶が使用

された。西域の音楽が中心であるが,そのなかで,琵

琶は中心的な楽器の位置を占めていたといえる。また,

段安節『楽府雑録』には,玄宗開元年間の賀懐智から,

徳宗,武宗,文宗,他宗の時代に至るまで,十四名の

琵琶奏者の個人名が挙げられている。これは他の楽器

と比べて圧倒的に多い。盛唐から晩唐にかけての琵琶

の流行が推察されよう。

詩人たちは身近に演奏を聴くことが多かったことは

予想に難くない。劉希夷や王維のように自ら演奏をす

るものもあったといわれる38.また,白居易のように琵

琶を弾く家妓をかかえていた者は多くいたことであろ

う。

先に述べたように,唐詩においては宋詩の如く,琵

琶の演奏者,表現者としての王昭君を明確に意識した

表現は多くは見出しがたいが,琵琶という楽器に視点

を移すと,上に述べたような環境のもとで,よく詠わ

れている｡そり中で最もよく知られるのは白居易の「琵
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琶行」であろう。他に白居易の友人であった劉萬錫,

元棋にも琵琶奏者を詠う作がある。これらの作品を通

して唐詩の琵琶をめぐる詩の一つの姿を見ておきたい

と思う。

まず,劉萬錫の「泰娘歌」である。讐睨園『劉萬錫

集籤澄』巻二十七によれば,元和元(807)年から元和

十年の間,左遷されて朗州司馬の任にあったときの作

である。序に拠れば,呉郡出身の泰娘は章尚書(章夏

卿)の家妓で,もともと歌を本業としていたが,楽工

に琵琶を習い,程なくその術を会得した。章夏卿に従っ

て都に上ってからも当時はやりの新曲をもうまくこな

し,「泰娘名字往往見梧於貴遊之間」といわれるほどに

なった。元和の初めに章夏卿が亡くなってから,しば

らく民間に出ていたが,薪州刺史張葱のものとなった。

張愁が罪を問われて武陵郡に誦居させられ,そのまま

亡くなってからは「泰娘無所蹄,地荒且遠,無有能知

其容與萄者。故日抱楽器而哭,其音焙殺以悲39」という

有り様であった。寄る辺ない身となり,その美貌と芸

を知るものがいない状態におかれてしまったというの

である。詩では,時間の経過に従って仕えた主人に二

度も死なれてしまった事を詠う。最後の八句は次のよ

うに詠われる。

山城少人江水碧,断雁哀猿風雨夕。朱弦已絶焉知音。

雲饗未秋私自惜。畢目風煙非曹時,夢尋辣路多參差。

如何将此千行涙,更灘湘江斑竹枝。

寄る辺ない身の置かれたあたりのわびしい様子を詠

い,琵琶を弾かなくなったことをいう。あたりの景色

も以前とは違って見え,行く当てもなく,止まること

がない涙をどうしようと,泰娘の悲しみにくれる姿を

詠っている。

この詩は枠組みから見れば,琵琶の名手がその仕え

た主人と離別し,嘗ての輝かしい日々を送った場所か

ら遠く離れたところで落ちぶれ,嘆き悲しんでいるの

を,同情を持って左遷された詩人が詠う,ということ

になっている。この枠組みはそのまま白居易の「琵琶

行」に当てはまる4o。

白居易の「琵琶行」(『白居易集籤校』巻十二)は江

州司馬に左遷された後,元和十一(817)年の作とされ

る41.この詩では琵琶を弾く女性は「長安侶女」であり,

十三才で琵琶の演奏を会得し,宮中の教坊坐部に属し,

琵琶の腕は師匠を感服させるほどで,美人でもあった

(「十三學得琵琶成,名属教坊第一部,曲罷曾教善才伏,

粧成毎被秋娘妬」)という。琵琶の才能と美貌とを兼ね

備えた女性が主人公である。しかし,年をとり,落ち

ぶれて商人の妻となり,「今漂綸樵悴,韓徒於江湖間」

ということで,江州で白居易と出会うことになったと

いう状況である。白居易は「同是天涯愉落人」と,女

性の境遇に自らのそれを重ね合わせる。劉萬錫の作に

比べ,琵琶の演奏を言語的に表現することに意を注い

でいる点,白居易自身のことを詠う部分も見られるな

-

ど,違いはあるが,大まかな枠組みはほぼ同じといっ

て差し支えないであろう。さらに,白居易には琵琶奏

者を詠った詩に江州司馬在任中の作とされる「江南遇

天資楽叟」(『白居易集籤校』巻十二)もある｡て能弾琵

琶和法曲,多在華清隨至尊」と,天宝年間玄宗のそば

にいた老琵琶奏者の言葉として詠われている。詩は「天

下太平」時の様子と安禄山の乱後の荒廃した長安の様

子,「従此漂倫到南土,萬人死霊一身存」とおちぶれた

自らのことを詠う。

これらの詩に詠われる倫落した琵琶奏者に共通して

いるのは,当然ながら過去の生活との落差,その活動

の地であった長安から遠く隔たった地にあること,ま

た,「泰娘歌」のように美貌･も琵琶のすばらしさも理解

されない環境にあることなどである。

このモチーフが漢土を遠く離れた胡地で王昭君が琵

琶を弾くというイメージに投影されているのではない

だろうか。王昭君は琵琶を弾くことで唐詩に見える琵

琶奏者の悲劇をも引き受けることになったのではない

か。琵琶を弾く王昭君というイメージが白居易の詩の

影響下に成立したとまでは言えないが,王昭君が琵琶

を弾くというイメージは「琵琶行」で描かれる綸落し

た琵琶奏者によってより強められ,定着していったの

ではないだろうか。末代には王安石の詩のように王昭

君を詠いながら,「琵琶行」の「同是天涯洽落人」,「十

三學得琵琶成」などの詩句をそのまま使う例もあり,

明らかに「琵琶行」の女性と王昭君のイメージが重なっ

ていると考えられるものがあることはそれを物語って

いるのではないだろうか42.

注

1 『破幽夢孤雁漢宮秋雑劇』のテキストは王学奇主編『元曲選

校注』(河北教育出版社, 1994)に拠る。また,この戯曲につ

いては次の論文を参照した。

吉川幸次郎下漢宮秋雑劇の文学性」(『日本中国学会報』第17

集, 1965)

2 王昭君についての故事は例えば,以下の諸論考などにまと

められている。

張寿林「王昭君故事演変之点点滴滴」(「敦煌変文論文録」所

収,上海古籍出版社, 1982)

尾上兼英「虚構の中の「王昭君」」(「日本中国学会報」第45

集, 1993)

内山精也「王安石「明妃曲」考」(上・下)(「楸視」5・6

号,末代詩文研究会, 1993)

張高評「王昭君形象之流変与唐宋詩之異同」(「世変与創化」

所収,中央研究院中国文哲研究所, 2002)

堀江恭子「王昭君」(白帝社, 2003)

3 昭君宇娘,南郡人也。初,元帝時,以良家子選入植庭。時呼

韓邪来朝,帝勅以宮女五人賜之。昭君入宮数歳,不得見御,積

悲怨,乃請植庭令求行。呼韓邪臨辞大會,帝召五女以示之。昭

君豊容観飾,光明漢宮,顧景裴回,辣動左右。帝見大驚,意欲

留之。而難於失信,途具匈奴。生二子,及呼韓邪死,其前闘氏

子代立,欲妻之,昭君上書求錨,成帝勅令従胡俗,途復鳥後軍

于同氏焉。(巻八九,南匈奴伝)
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4 箪于死,子世違継立。凡埓胡者,父死妻母,昭君問世違日,

汝埓漢也,埓胡也。世違日,欲埓胡耳。昭君乃呑薬自殺。

5「草于學葬之。胡中多白草,而此家褐青」という表現は,「世

説新語」賢媛篇の劉孝標注に引く「琴操」,唐の呉競「楽府古

題要解」「王昭君」(「学津討原」本)に引く「琴操」,郭茂情「楽

府詩集」巻五九「琴曲歌辞」に引く「楽府解題」中の「琴操」

には見えない。

6 於是昭君唱然越席而前日,妾幸得偏在後宮,粗醜卑階,不合

陛下之心,誠願得行。……昭君恨帝始不見遇,心思不巣,心念

郷土,乃作怨礦思惟歌,……

7 「琴操」に記載された王昭君の故事について,張高評氏は,

礼教的色彩が強く,西暦三,四百年頃の文人の手になるもので

あり,「西京雑記」とは異なる系統の故事であろうと推論され

ている。注2前掲論文参照。

8 「西京雑記」は「四部叢刊」本による。

9 張寿林「王昭君故事演変之点点滴滴」参照。

10 小南一郎「「西京雑記」の伝承者たち」(「日本中国学会報」

第24集, 1972)に「葛玄から葛洪に伝わる葛氏道と呼ばれる道

教の一派は,葛洪以後どうなったのかよく分からないが,葛洪

グループの諸作品と共に,「西京雑記」も葛氏道の後裔たちと

関係を持ちつつ六朝期に江南で編纂されたと考えるのが,現

在のところ最も可能性のある結論ではなかろうか」とある。

また,張高評「王昭君形象之流変与唐宋詩之異同」では,「西

京雑記」の作者が葛洪か呉均か,確たる証拠はなく,おそらく

六朝末期に故事を集めて作られたもので,その成書時期は梁

以後であろうとする。

11「漢書」巻九六下「西域伝下」に「漢元封中,遣江都王建女

細君埓公主,以妻焉」とあるが,琵琶の演奏に関しては記述が

ない。

12 引用は「初学記」巻十六に拠る。

「末書」巻十九楽志には「漢遠島孫公主嫁昆禰,念其行道思

慕,故使工人裁筝筑,馬馬上之巣」とある。

13「明君詞」は梁の簡文帝,武陵王紀,沈約,陳の張正見,北

周の王褒,庚信,隋の何妥,辞道衡の計八首,「昭君歎」は梁

の苑静婦沈氏の二首が収められている。テキストは中華書局

排印本(1979)を参照。

14 引用は「文選」に拠る。

15 胡笞｡については次のような例が見える。

霜幹旦夕驚,漫茄中夜咽(鮑照「王昭君」)

方調琴上曲,愛入胡茄聾(庚信「明君詞」)

胡風帯秋月,噺馬雑笞讐(辞道衡「明君詞」)

16 晋傅玄「琵琶賦」に「今観其器,中虚外資,天地象也。盤圓

柄色陰陽斂也。柱十有二,配律呂也。四絃,法四時也｡」(「通

典」巻一四四に引く)とあり,六朝期の詩でも,次のような例

があり,ともに琵琶の胴体の部分が円形であるのを「月」に喩

えていると思われる。これからも当時の琵琶の胴体が円形で

あったことか理解されよう。

王融「詠琵琶」:抱月如可明,懐風殊復清(「玉憂新詠集」巻

四)

呉均「行路難」:洛陽名工見吝嵯,一剪一刻作琵琶。白璧規

心學明月,珊瑚映面作風花。(「玉憂新詠集」巻九)

17 この部分については主として韓淑徳・張之年「中国琵琶史

稿」(四川人民出版社, 1985)を参照した。

18 注12参照。

19「弦鼓」は「ふりつづみ」のことで「末書」などでも琵琶の

来源の一つとされる。

20 王安石の「明妃曲」の内容と制作の背景,詩句をめぐる議論

については,注2内山論文に詳しい。

なお,宋詩の引用は,基本的には「全宋詩」(北京大学古文

献研究所編,北京大学出版社出版)に拠る。

21 石崇の「明君詞」に「願暇飛鴻翼,乗之以遇征。飛鴻不我顧,

佇立以屏管」とあるのを踏まえている。｡

22 これらについては以下のテキストに拠る。

梅尭臣…朱東潤編年校注「梅尭臣集編年校注」(上海古籍出

版社, 1980)巻三十

劉敞…「公是集」(「四庫全書」本)巻十八

曽掌…「元豊類藁」(「四部叢刊」本)巻四

司馬光…「温國文正司馬公集」(「四部叢刊丿本」巻三

23「胡琴」という名称については林謙三氏「唐代の胡琴の名称」

(「東アジア楽器考」(カワイ楽譜, 1973))参照。それに拠れ

ば,「当時(唐代)の胡琴は絃数などはともかくも,およそ琵

琶の別称であったらしい」という。

24 はっきりと王昭君が琵琶を弾くとは詠わないが,王昭君が

琵琶を弾くことを前提とする詩句である。

秦観「王昭君」:褐抱琵琶恨更深,漢宮不見空回顧(「全宋詩」

巻一〇六八)

張未「塞猟」:箪于半酔擁翻裏,昭君褐抱琵琶泣(「張未集」

〔中華書局, 1998〕巻十三)

呂本中「昭君」:左抱琵琶右揮手,胡地漢官能幾春(「東莱詩

集」〔「四部叢刊」本〕巻五)

25 傅玄「琵琶賦序」は,王桝の引用では「故老言漢送島孫公主

嫁昆禰,念其行道思慕,使知音者於馬上奏之」とある。石崇「明

君詞序」は本稿第二章「王昭君と琵琶一唐代以前」文中の引

用参照。

26 括弧内の原文は以下の通り。

則知弾琵琶者乃従行之人,非行者自弾也。今人憲明妃出塞

圖,作馬上愁容自弾琵琶,而賦詞者,又述其自鼓琵琶之意矣。

(「野客叢書」〔「稗海」本〕巻十「明妃琵琶事」)

27「旧唐書」巻四五「輿服志」に「閻立本重昭君入匈奴,而婦

人有著帷帽者」とあり,「昭君入匈奴」という絵,或いは画題

が有ったことが知られる。

28 程大昌「演繁露」〔「儒学警語」本〕巻三「明妃琵琶」に「琵

琶所作馬島孫公主出塞也｡文人或通明妃用之｡姚令威辨以鳥誤・

是矣」とあり,姚寛の説に賛成しているが,厳密にはこれは王

昭君の出塞の時に琵琶が演奏されたのではないということの

指摘であって,王昭君が琵琶を弾くこと自体を直接否定して

いるわけではない。

29「輿地紀勝」の記事については,清の胡鳳丹「青家志」(「筆

記小説大観」第五編)巻一に指摘がある。

30「通典」巻一四六「清楽」の該当部分を引いておく。自長安

以後,朝廷不重古曲,工伎韓峡,能合於管絃者,唯明君,楊叛,

駿壷,春歌,秋歌,白雪,堂堂,春江花月夜等八曲。葡渠章多

或数百言,武太后時明君尚能四十言,……。開元中,有歌工李

郎子。郎子北人,誓調已失,云學於兪才生。才生,江都人也。

自郎子亡後,清楽之歌闘焉。

「通典」の引用は中華書局版排印本(1988)による。

31 明君,漢元帝時,匈奴箪于入朝,詔王嬉配之,即昭君也。及

将去,入斟,光彩射人,聳動左右,天子悔焉。漢人憐其遠嫁,

馬作此歌。晋石崇妓緑珠善舞,以此曲教之,而自製新歌日,我

本漢家子,将邁早于庭,昔鳥座中玉,今馬糞土英。(「旧唐書」

巻二九「音楽志」)

琵琶,四絃,漢巣也。……及漢武帝嫁宗女於島孫,乃裁筝筑

馬馬上渠,以慰其郷國之思。(「旧唐書」巻二九「音楽志」)

琵琶,傅玄琵琶賦日,漢遺島孫公主嫁昆彊,念其行道思慕,

故使工人裁筝筑,馬馬上之渠。(「通典」巻一四四「楽」)

段安節「楽府雑録」(中国古典戯曲論著集成一,中国戯劇出
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版社, 1980)「琵琶」の條にも「始自鳥孫公主造,馬上弾之」

とあるが,「統談助」(「専雅堂叢書三編」所収)巻一に引く段

安節「琵琶録」には「漢遣島孫公主,念其行道思慕,使知音者

馬上奏琵琶以慰之」とある。

32 唐詩の引用は全て中華書局排印本「全唐詩」(1990)による。

33 日本語訳は,黒川洋一「杜甫」(「中国詩人選集」所収,岩波

書店, 1979),中国語の注は,韓兆埼編著「唐詩選注集評」(文

津出版社,2000)に拠る。

34 趙次公はこのあとに石崇の「明君詞序」を引き,「詳味此序,

則馬上弾琵琶者,乃所送昭君之人也,豊昭君自弾邪」と,先に

宋詩のところで挙げた王淋や程大昌と同じ意見を述べてい

る。

35 これについては,金文京「「王昭君髪文」考」(「中国文学報」

第50冊, 1995)に次のような指摘がある。「営時,琵琶の伴奏

による王昭君の語り物が盛行していたことは,杜甫や吉師老

の詩に見える通りである｡」

吉師老の詩は次の通り。

妖姫未著石榴裾,自道家連錦水漬。檀口解知千載事,

清詞堪嘆九秋文。翠眉輦處楚漫月,査巻開時塞外雲。

説墨綺羅常日恨,昭君傅意向文君。

(「看蜀女韓昭君愛」「全唐詩」巻七七四)

36 引用は,金文京「敦煌本「王昭君変文」校注」(「慶応大学言

-

語文化研究所紀要」24, 1992)に拠る。この他,「王昭君変文」

については以下の書を参照した。

盾重規「敦煌変文集新書」(文津出版社, 1984)

堀江恭子「王昭君」(白帝社, 2003)

37 拙稿「唐代文人と「琵琶」一白居易とその周辺-」(「愛

知教育大学研究報告」53, 2003)

38 劉希夷については「善弾琵琶」(「太平広記」巻一四三),王

維については「性閑音律,妙能琵琶」(「太平広記」巻一七九)

とある。

39 引用は崔娩園「劉萬錫集-鐙」(上海古籍出版社, 1989)に

拠る。

40 朱畑遠は「〈琵琶行〉奥文化積淀」(「唐代通俗詩研究」所収,

巴蜀書社, 2001)で,白居易の「琵琶行」の成立に最も貢献し

た詩としてこの「泰娘歌」を挙げる。

41 朱金城籤校「白居易集-校」(上海古籍出版社, 1988)に拠

る。引用も同書に拠る。

42 王安石「胡茄十八拍十八首」(「全宋詩」巻五七四)の第四首

に「……明妃初嫁奥胡時,一生衣服盗隨身。眼長看地不稽意,

同是天涯洽落人……」,また,第五首に「十三學得琵琶成,繍

幕重重巻査屏。 ･･･…女口今正南看北斗,言語傅情不如手｡低眉信

手績綴弾,弾看飛鴻勧胡酒」とある。

(平成15年9月11日受理)
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